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１．評価の⼤枠及び配点の考え⽅について

•現段階では、供給価格点と事業実現性評価を
１：１で評価する点という考え⽅には賛同

→実質的な実現には、事業実現性評価における
最⾼点の事業者を120点に換算することが必要

（１）評価点の⼤枠

•「事業計画の迅速性」で運転開始時期を切り出
して評価することおよび 20点の配点には賛同

（２）配点の考え⽅
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２．各評価項⽬の考え⽅について
•「評価の考え⽅」において、「特に優れてい
る」等では不明瞭

→事業者の予⾒可能性を⾼めるために、例えば
「トップランナー」の評価区分においては
具体的な項⽬を列挙し、項⽬すべてを充⾜した
場合に当該評価区分とし、⼀部のみを充⾜した
場合は「優れている」と評価するなど、明確化
すべき

→競争すべき内容を明確にして応札できるように
する趣旨で、公募⼿続中に「競争的対話」を
設けるべき
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３．価格点算出⽅法案について

４．複数区域同時公募時の落札制限案について

５．その他

•特になし

•特になし

•特になし


